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シュジェール『ルイ六世伝』の 
古典引用に関する一考察
坂　田　奈々絵
Ancient Roman literature  
in The Deeds of Louis the Fat by Suger of Saint-Denis
Nanae SAKATA
　　This… article… focuses… on… The Deeds ofLouis the Fat… by… Suger… (an…
abbot…of…Saint-Denis…abbey…in…the…Middle…Ages),…especially…on…its…ancient…
Roman… literature… citations.… Suger's… citations… are… found…more… frequently…
than…those…of…other…writers…in…the…same…period.…Citations…in…his…book…have…
three…purposes:…to…explain…his…paradigm…of…thought;…rhetorical…verses…or…
those… that… provide… textual… decoration;… and… literary… versus… quoted… as…
proverbs.
　　He… highly… valued… ancient… literature… as… "quaecumque cariora, 
quaecumque carissima,"… believing… that… citations… add… value… to… objects.…
These…same…intentions…are…detectable…in…his…church…reconstruction.
　本稿の目的は，12 世紀のサン・ドニ修道院長シュジェールの著書『ル
イ六世伝』における古典文学の引用の特徴を明らかにすることである．そ
こでまず同書の性質について考察した後，実際に引用されている古典文学
を整理し，それらの引用の文脈について考察し，他の文書での引用の相違
について比較した．また引用の意図について，聖堂改築の際に見せた「ス
ポリア」との類似をもとに，彼の過去の事物に対する強い価値付けを指摘
した．
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1．はじめに
　サン・ドニのシュジェール（1081 年頃 -1151 年）は 1122 年からフラン
ス・パリ北部の郊外にあるサン・ドニ修道院の修道院長を務めた人物であ
る．その指揮下で行われた改築作業の結果，修道院付属聖堂にはイル =
ド = フランスにおけるゴシック建築様式の端緒が現れたことでも知られ
ている．また政治的活躍も顕著であり，カペー朝王権の確立に大きく寄与
した点はその業績の一つである．
　本稿では特に後者の業績を関連するものとして扱われる，ルイ六世の事
績について書いた『ルイ六世伝（Vita…Ludovici…grossi…regis）』1 を対象とし，
その特徴の一つである古典の引用を分析する．そこでまず『ルイ六世伝』
の構成とその特徴，どのような古典を引用しているのかを明らかにした後，
その引用スタイル，特徴について分析を行う．それにより，『ルイ六世伝』
においてシュジェールがどのように古典文学を引用し，またそこにどのよ
うな意図が存在したのかを明らかにしたい．
2．シュジェールと『ルイ六世伝』
2-1.『ルイ六世伝』の概要
　そもそもこの事績録（gesta）2 はルイ六世の追悼のため，ソワッソン司
教ジョスランの依頼により，1137 年から 1143 年の間に書かれたとされる
1　『ルイ肥満王伝』とも訳されるが，先行する表現に従い，本稿では『ルイ六世伝』と
表記する．cf.『サン・ドニ修道院長シュジェール』森洋訳（中央公論美術出版，2002）．
2　渡辺によれば，中世史を概観する上での記述史料は「典礼関係史料群」「管理・運営
史料群」「思想史関係史料群」等大きく 9 つに分けられる．シュジェールの『ルイ六世伝』
はこの 9 つの史料類型のうち，物語史料群 sources…narartives のうちの「事績録 gesta」
に分類する．この事績録の特徴は次の三点である．第一に，司教座所在地，修道院の本
拠など場を固定し，当該宗教組織に関する歴史を時間的連続性の下で叙述している点，
第二に時間的限定性，第三に特定の統治主体の注文にもとづいて，特定の目的の下で作
成さている点である．第一の点に関しては Vita に当てはまるとは言いがたい．なぜな
らこの書物の場合，中心となるのはルイ六世の即位前からその死にわたるまでのエピ
ソードの集成だからである．しかし記述の力点はフランス王としてのルイ六世がいかに
国内外の敵に対抗したか，またその活動の中でいかにサン＝ドニ修道院と特別な関係を
保っていたのかに置かれており，これは第二，第三の条件に該当する．（渡辺節夫「シュ
ジェールとその時代の王国観 ---『ルイ六世伝』の分析を中心として」『青山学院大学総
合研究所人文学系研究センター研究叢書』13，1999 年，pp.… 55-83. および渡辺節夫「物
語史料 (sources…narratives) とその周辺…:…西洋中世史史料類型化の試み」『青山学院大学
総合研究所人文学系研究センター研究叢書』9，1997 年，1-31，17-19.）
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ものである 3．全体は 34 章からなり，ルイ六世（1081-1137）の少年時代か
らその死にいたるまでを扱ったものである．基本的には宮廷にて聴衆の前
で音読されることが想定されており，特に修道院でのルイ六世を記念する
典礼では，一章および三十四章が講話として用いられていたとされてい
る4．つまり客観的な記録というよりも一種の宗教的性質を帯びたものであ
るが，その記録の正確性やある種の客観性は先行研究においてしばしば指
摘されている 5．
　その構成の三分の一はルイ六世が即位する前の出来事（一〜十二章）に
占められる．その後前王の死（十三章），ルイ六世の登極（十四章），国内
の諸侯 6，イングランド王や神聖ローマ皇帝との戦い（十五〜三十二章），
病床についた王とその臨終（三十三〜三十四章）と続く．またその合間に，
教皇庁と皇帝の間の叙任権闘争に端を発するパスカリス二世（在位 1099-
1118）のガリア来訪（十章）や対立教皇騒動（二十七章）といったエピソー
ドが挿入される．現存する手写本としては，歴史書の一部に組み込まれて
いるものを含めて六種類があり 7，フランス史を記述する上でも重要な史料
として扱われている．
　さて，この書物の背景にある歴史観をはじめとした思想的側面からの研
究の不足は，すでに Gabrielle…M.…Spiegel によって指摘されている 8．それ
によれば，既存の研究において彼の記録，特に『ルイ六世伝』は，「忠実
な臣下」によるベーシックなルイ六世の歴史的記録として読まれるか 9，あ
3　Françoise… Gasparri,… Suger… de… Saint-Denis.…Moine,… soldat,… homme… d’État… au…XII… e…
siècle,…(Paris…:…Picard,…2015),…150.
4　Lindy…Grant,…Abbot Suger of St.-Denis : church and state in early twelfth-century 
France,… (New…York… :… Longman,… 1998),… 38.…また以下も参照した．Sugerius… S.… Dionysii,…
Lectiones in anniversario Ludovici regis…(PL186,…1341A-1346D)．
5　ibid.
6　特にルイ六世の主な敵として登場するのはル・ピュイゼのユーグ三世（生年不詳
-1132 年），マルルのトマ (1073 頃 -1130) である．
7　これらの写本及び版については以下を参照した．森『サン＝ドニ大修道院長』iii-vi.
8　cf.… Gabrielle… M.… Spiegel,… The past as text : the theory and practice of medieval 
historiography…(Baltimore,…Md.…;…London…:…Johns…Hopkins…University…Press,…1999),…163-
165.
9　Lemarignier はこのような点をもってシュジェールカペー朝のスポークスマンであ
ると指摘する．またこの書物を未来の王たちに向けたものであり，シュジェールは歴史
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るいはその記述に散見される長い脱線や，ルイ六世の伝記としては些細な
事柄への頻繁な言及，また記述すべき出来事の取捨選択が独特である点等
から，史料の一つとして受容されるものの，その思想面については看過さ
れてきたとされている 10．
2-2．十二世紀の歴史叙述と『ルイ六世伝』の特徴
　では『ルイ六世伝』は当時の思想的風潮にどのように位置づけられるの
だろうか．Charles…Homer…Haskinsらはこの時代の豊かな知的営為を「十二
世紀ルネサンス」と称した 11．記録という面から見るならば，この時代に
はいわゆる「世界史」に対する意識を明確化する様々な書物が生まれた．
例えばオルデリクス・ヴィタリス（1075 ‐ 1142）の『教会史 Historia…
ecclesiastica』（1123-41）や，フライブルクのオットー（1112-1158）の『二
つの国の年代記ないし歴史 Chronica… sive…historia…de…duabus…civitatibus』
（1143-46）を始めとし，一つの統合的視野のもとに世界の歴史を記述する
ということが行われた．それは同時に，フィオーレのヨアキム（1135 頃
-1202）に表れるような終末に対する強い意識にも接続される 12．加えてこ
の時代には古代ローマへの関心も高まった．例えばマームズベリのグイレ
ルムス（1080/90-1143）はローマ史に関するアンソロジーをまとめ，ソー
ル ズ ベ リ ー の ヨ ア ン ネ ス（1115/20-1180） は『 教 皇 史 Historia…
Pontificalis』のプロローグにおいてローマ史に言及した．そこには連続し
た世界史を形成するものとしてローマ史を扱い，またそれによって歴史の
を政治の道具として考えていたと指摘している cf.… Jean-François… Lemarignier,… Le 
gouvernement royal aux premiers temps capétiens…(Paris…:…Picard,…1965),…172-176．
10　Spiegel,…The past as text,…165.…またシュジェールの『ルイ六世伝』には文法の不正
確さ，言葉の脱落等も見られ，これを基に Simson はシュジェールがこの文書を将来的
に校訂するつもりであったという可能性を指摘している（ジムソン『ゴシックの大聖堂』
p.…64）．
11　cf.… ハスキンズ『十二世紀ルネサンス』野口洋二訳，（創文社，1985）．原著 :…
Charles…Homer…Haskins,…The Renaissance of the twelfth century,…(Cambridge…:…Harvard…
University…Press,…1928).
12　Mcginn はこの時代の黙示録に対する高い関心を指摘した．彼によるならば，12 世
紀に残された「黙示録」に対する注解，および欄外注は非常に多く，16 世紀の宗教改
革時と並ぶほどであるとされる．cf. バーナード・マッギン『フィオーレのヨアキム：
西欧思想と黙示的終末論』宮本陽子訳（平凡社，1997 年），125．
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流れに整合性を観取しようとする動きが指摘されている 13．
　それではシュジェールの『ルイ六世伝』はそのような潮流に組み込まれ
うるものなのだろうか．世界史への関心の高まりという観点からするなら
ば，一概に断定し難い部分があるのも確かである．そもそも『ルイ六世伝』
は事績録であり，年代記のようなものとは根本的な目的を異にしている．
同文書について類似が指摘されるのは，先行する時代のフリュリのヘルガ
ルドゥス (d.…c.…1048)…の『ロベルトゥス王伝 Vita…Roberti…Pii』14 であり，ま
たノートカー・バルブルス（840-912）の『カール大帝逸話集 Gesta…
Karoli…Magni』15 との比較もなされている．他にもポワチエのグイレルムス
（1020?-1087）の『ノルマンディ公ギヨーム二世事績録 Gesta… Guillelmi… II…
Ducis…Normannorum』との類似性や，アインハルト（770 頃 -840）の『カー
ル大帝伝 Vita…Karoli…Magni』を見本とした可能性が指摘されている 16．
　Grant は『ルイ六世伝』の特徴として，年号や日付に対する関心の薄さ
を挙げた 17．例えば『カール大帝伝』では日時の設定が明確に行われてい
るのに対して，『ルイ六世伝』にて日時に言及するのは，八章と「同じ年」
の出来事として呈示される九章程度である．章毎の地理的・軍事的な面に
ついての突出して詳細な描写の一方で，それが「いつ」発生したことなの
かについてはほとんど言及されない．また例外的に日時について触れてい
る木曜と主日の休戦（五章）は，「神の平和」運動における休戦の規定を
踏襲したものであり，それ自体に純粋に日時の記録とは異なる意味が含ま
れる．しかしシュジェール自身が日時に関して殊に無頓着であったとは言
い難い．例えば彼の他の著作である『サン・ドニ修道院シュジェールがそ
の統治においてなしたこと（Sugerii… Abbatis… Sancti… Dionysii… Liber… de…
13　Mortensen,…L.…B.,…"The…Texts…and…Contexts…of…Ancient…Roman…History…in…Twelfth-…
Century…Western…Scholarship",…in…The Perception of the past in twelfth-century Europe,…
ed.…Paul…Magdalino…(London,…Hambledon…Press,…1992),…99-116.
14　Michel…Bur,…Suger : abbé de Saint-Denis, régent de France,… (Paris… :…Perrin,…1991),…
57.
15　Grant,…Abbot Suger,…40.
16　ibid.…Grant はサン・ドニ修道院所蔵の写本にノルマンディの歴史書が存在したこと
を指摘している．
17　ibid.
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Rebus…in…Administratione…sua…Gestis）』18 は暦の言及に始まり，また諸々の
碑文にも西暦が記録されている．そのため，『ルイ六世伝』においては意
図的に日時の記述を行わなかったと推測することも可能であろう．また
Spiegel は，エピソード毎にユニット分けされた記述は彼の歴史神学にも
つながる特徴であるとしている 19．
　この点に加えて一つの特徴として指摘したいのが，古典文学の直接的な
引用である．シュジェールはしばしば古典を正確に引用する．例えばグイ
レルムスの『ノルマンディ公ギヨーム二世事績録』には直接的な古典の引
用は殆ど見られず，ノートカーやアインハルトも古典についてわずかに引
用ないし言及はしているが，シュジェールほど頻繁ではない．アインハル
トについては，スエトニウスの『皇帝伝』とのスタイルの類似はすでに指
摘されているが，シュジェールの詩句そのものの引用とは性質が異なって
いると言って良い．このようなローマ的なものへの傾倒は，十二世紀ルネ
サンスの風潮に位置づけることもできるだろう．
2-3．シュジェールと古典
　シュジェールの古典に対するある種の関心は彼の伝記からも伺うことが
できる．サン・ドニのギヨームは『シュジェールの生涯 Vita… Sugerii』に
おいて，彼が修道院長として，あるいは修道士として，聖書や教父につい
ての深い知識があったとした後，「さらに堅固な記憶力の故に，異教の詩
人たちを常に忘れることができなかった．彼はしばしば，ホラティウスの
有益な詩句を途切れることなく二〇，ないし三〇節も暗唱したほどであっ
た 20」と書いている．
18　以降，本稿では『統治記』，あるいは adm. と表記する．この書物は主にサン＝ド
ニ修道院付属聖堂の建築及び献堂式の記録を主題としており，1144 年 6 月 11 日以降，
同年の『統治記』執筆開始以前の非常に短い期間で書かれたと考えられている cf.…
Françoise…Gasparri,…Suger de Saint-Denis. Moine, soldat, homme d’État au XIIe siècle,…
(Paris…:…Picard,…2015),…151
19　Gabrielle…M.…Spiegel,…“History…as…Enlightment:…Suger…and…the…Mos Anagogicus,”…in…
Abbot Suger and Saint-Deni: a symposium,…ed.…Paula…Lieber…Gerson… (New…York:…
Metropolitan…Museum…of…Art…,…1986),…170-171.…Spiegel は更にこのような記述の特徴に，
『ルイ六世伝』と anagogicus…mos および擬ディオニュシオス文書との結びつけること
でシュジェールの歴史哲学の構成を試みている．
20　Vita Sugerii,…PL186,…1195D…;……Gentilium…vero…poetarum…ob…tenacem…memoriam…
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　ではそもそもこの時代において古典はどのように扱われてきたのだろう
か．ソールズベリのジョンの古典の教養は有名であるが，当時の修道院文
化との関わりから言うならば，古典文学は特に修道院学校で自由学芸の一
つである文法学の教科書として用いられ，物事を上手に表現することを学
ぶための重要な基礎文献であった 21．例えばヒルザウのコンラドゥス（1070
頃 -1150 頃）は古典文字の手引きと解釈について『模範的著者についての
問答 Dialogus…super…auctores』を著述し，また南ドイツのベネディクト会
修道院には『模範的著者入門 Accessus…ad…auctores』というラテン語学習
のための古典手引書が現存している．また古典は単に学校での教育のため
だけではなく，説教，書簡を始めとした様々な場面で引用された．クレル
ヴォーのベルナルドゥスは『ギヨーム修道院長への弁明』において，教会
における奢侈を批判する際に，ペルシウスの『ローマ風刺詩集』第二歌
69 節，「大神祇官よ，答えてくれ給え．聖域において黄金が何の役に立つ
というのか」という言葉を引用している 22．彼はここで「字面ではなく，
意味を気にする」と主張した上で，この引用を「貧しき修道者」にあてた
ものとしてパラフレーズする．この点から鑑みるに，「字面」を気にして
古典を引用する人々が存在したことは十分に考えられるだろう．
　このような点から見れば，シュジェールが古典を引用するということ自
体は特殊なことではなく，当時の教養の披露として考えることもできる．
しかしそのように判断する前に，シュジェール自身がどのように古典を引
oblivisci…usquequaque…non…poterat,…ut…versus…horatianos…utile…aliquid…continentes…usque…
ad…vicenos,… .…
21　ジャン・ルクレール『修道院文化入門…:…学問への愛と神への希求』神崎忠昭，矢内
義顕訳（知泉書館，2004），151.,…Accessus Ad Auctores: Medieval Introductions to the 
Authors (Codex Latinus Monacensis 19475),… ed.… Stephen… M.… Wheeler,… Michigan…
(Western…Michigan…Univ…Medieval,…2015).
22　「修道士達にこう問おう．ある者が異教徒たちに尋ねたように．「大神祇官よ，答え
てくれ給え．聖域において黄金が何の役に立つというのか」（ペルシウス『ローマ風刺
詩集』第二歌，69節）．いや，このように言おう．「語り給え，貧しき修道者たち（pauperes）
よ」．私は字面ではなく，意味を気にするのだ．「語り給え，貧しき修道者たちよ，もし
貧しき者ならば，聖域において黄金が何の役に立つというのか」(Apo…12,28.;… Illud…
autem… interrogo…monachus…monachos,…quod… in…gentilibus…gentilis…arguebat:…DICITE,…
pontifices,…in…sancto…quid…facit…aurum?…Ego…autem…dico:……«Dicite,…pauperes»…:…non…enim…
attendo…versum,…sed…sensum;…«dicite»,…inquam,…«pauperes,…si…tamen…pauperes,…in…sancto…
quid…facit…aurum?…»)
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用していたのかを今一度明らかにしたい．そもそも彼の古典の引用はベル
ナルドゥスのある種の皮肉の通り，引用元と引用先の明確な文意の一致を
必ずしも意識していない．その夥しい引用の一方で，それらをひとつひと
つ見ていくと，引用元の文脈とは全く関係のない文章の唐突な引用や，言
葉遊びのような引用がしばしば見られるのである．
　このようなシュジェールの引用に関する研究については，特に引用元で
あるルカヌスからの思想的な関係性を指摘するものがいくつか挙げられ
る．例えば Martin…Senz はシュジェールのほかの著作である『サン・ドニ
教会堂献堂についての書（Scriptum… Consecrationis… Ecclesiae… Sancti…
Dionysii）』23 十二章 24 におけるルカヌスの引用 25 を挙げ，彼がストア派的な
運命についての理解を踏まえた上で，独自の見解を提示していると分析し
た 26．また Jeremy…Du…Quesnay…Adams は同じくルカヌスの『内乱』が共
和制から帝政に移行する有様を描いた詩であることに着目し，これを引用
することによって，ルイ六世が王として諸侯に君臨することを肯定しよう
としたのだとする 27．シュジェールが頻繁にルカヌスの『内乱』を引用し
23　以降，本稿では『献堂記』，あるいは cons.… と表記する．この書物は 1144 年 3 月
12 日から 1145 年 3 月 11 日の間に行われたサン＝ドニ修道院総会の場面から起筆され
るため，それ以降に書かれたとみられる．またルイ七世の十字軍遠征に関する記述があ
ることから，彼が摂政（régence）を務めた 1147 － 1149 年まで執筆していたと考えら
れる… ．全体として二部に分かれており，前半は修道院領の財政についての記録である．
そこではシュジェールの監督者（praepositus）時代の言及（第一部十八章，同三十章）
もなされる．
24　cons.…70-73,431-458.…『献堂記』には建設作業に際して「石切場での奇跡」「梁となる
木材の発見」「嵐による崩落の阻止」「羊の奇跡」という 4 つの奇跡物語が書かれる．特
に「羊の奇跡」はその年の羊の病気の流行故に，献堂式の準備に際して，羊肉が足りな
くなった際，おそらくシトー会士とみられる「白い修道士」が羊の群れを連れて訪れた，
という逸話．
25　fors…incerta…uagatur…/…fertque…refertque…uices…et…habet…mortalia…casus.　邦訳とし
ては以下．ルカヌス『内乱　パルサリア』II-12-13,…大西英文訳，岩波文庫，2012 年，p.…
65-66.
26　Martin… Senz,…“Die… Rezeption… stoischer… Kosmologie… bei… Suger… von… Saint-Denis.…
Über…ein…Zitat…aus…Lukans…Pharsalia…in…Sugers…De…consecratione,"…in…"Das Haus Gottes, 
das seid ihr selbst" : mittelalterliches und barockes Kirchenverständnis im Spiegel der 
Kirchweihe,… ed.… Ralf… M.W.… Stammberger,… Claudia… Sticher… and… Annekatrin… Warnke…
(Berlin:…Akademie,…c2006),…213-226.　Senz は特に『献堂記』において，シュジェールが
引用元を手元に置き，原文の文脈に基づいて引用を行っていた可能性を指摘している．
27　Jeremy…du…Quesnay…Adams,…“The…influence…of…Lucan…on…the…political…attitudes…of…
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ていること，またこの時代ルカヌスが「生においても作品においても徳の
模範を示した」28 作家であると評価され，同時に『模範的著者入門』にお
いても歴史的且つ風刺的であり倫理的な書物である 29 と説明されるなどの
評価が存在することから，シュジェールがこの書物の引用についてなんら
かの意義を見出していたことは否めない．しかしシュジェールの引用する
『内乱』は全十巻のうち六巻までであり，この書物をどのように理解して
いたのかを書き残すことはしていない．
3．『ルイ六世伝』における古典の利用
　それでは具体的に，シュジェールがその文書においてどのように古典を
引用していたのかについて見ていきたい．
3-1．シュジェールの諸文書に登場する古典文学
　ここでは『ルイ六世伝』と比較する形で，彼の他の著作である『献堂記』
および『統治記』の引用も見る．
a.『ルイ六世伝』
　ある程度のまとまったフレーズや表現の重複を引用と見なすかぎりで，
『ルイ六世伝』には四十八の引用が存在している 30．それは下図の通りであ
る．
Suger… of… Saint-Denis,… Proceedings… of… the… Twelfth… Annual… Meeting… of… the… Western…
Society… for… French… History,”… Proceedings of the Twelfth Annual Meeting of the 
Western Society for French History,…ed.…J.…F.…Sweers…(Albuquerque,…1985),…1-11.
28　ルクレール『修道院文化入門』155.
29　Accessus ad auctores,…66.
30　引用箇所の同定については Waquet 版と森版，以下の論文を参照し，引用元原文と
対照することで行った．Adams,…“The…influence…of…Lucan”．また聖書箇所についてはウ
ルガタ版に準拠する．加えて，聖歌の題名として言及されているものは省略した．
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　以上の引用のうち，二十二箇所は聖書の諸書（詩編，知恵の書，エゼキ
エル書）の引用である．古典文学の中で突出しているのはルカヌスの『内
乱』である．また他にオウィディウスの『愛の技法』（十六章），『名婦の
書簡』（二十五章），ホラティウスの『詩論』（一章）と『書簡』（八章），
サルティウスの『カティリーナの陰謀』（二十一章），ユヴェナリスの『風
刺詩集』（二十六章），そしてテレンティウス『アンドロスの女』（十八章）
等が引用されている．また現在同定されている引用以外にも，例えば十七
章では，引用元の同定されない引用然とした表現が散見される．
b.『献堂記』31
31　『統治記』『献堂記』については Gasparri 版の章節番号と Speer 版の節番号を併記
した．
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　『献堂記』では明示的に行われている二十五箇所の引用のうち，昔の聖
堂の描写で『ダゴベールの事績 Gesta… Dagoberti』の記述が踏襲され，ま
た聖歌の歌詞が引用されているほかは 32，聖書ないし聖歌の引用が大部分
をしめる．唯一引用される古典は，十二章の『内乱』二巻 12-13 であ
る 33．これは前述の Senz によって分析された奇跡に関するものである．
c.『統治記』
32　cons…9,…70-74.
33　cons…70,…433-434.
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　『統治記』では，第二部十二章にてオヴィディウス『変身物語』の「技
は素材に勝る Materiam…superabat…opus」という一節を引用している 34．こ
の言葉は聖堂に設置された主祭壇の背面板について，そこに用いられた技
術をたたえたものである．しかしこの他はもっぱら聖書の引用であり，古
典についてはそれのみである．
　以上の点から見るならば，『統治記』『献堂記』では古典の引用は明確に
少ない．すなわちシュジェールの諸著作においても，特に古典引用は『ル
イ六世伝』の特徴であるといえるだろう．
3-2．引用の性質
　さて，彼の引用の性質は大別して三つにわけれられる．第一にはシュ
ジェール自身の思想の根拠や権威として引用しているもの，第二には登場
人物の行動や事件，土地の比喩的に表現したり，また文章の装飾のように
用いるもの，そして第三にそこで起きた出来事を総括するために，格言や
教訓のように使用するものである．
a．主張の枠組みとしての使用（第一）
　第一のケースはシュジェールが物事を記述する背景として，あるいは彼
自身の思考の枠組みを示すものとして，なんらか権威のある文章として引
用を行う場合である．この場合，被引用文の引用元での意味と引用先の文
脈がある程度一致しているか，一致を前提としたものである．このような
形での引用は，『献堂記』『統治記』での聖書の引用に多く見出すことがで
きるが，代表的なのは，序言のジョスランに対する挨拶にある「身分の高
い男が門の前に，長老たちと地に座っている」（箴 31:23）という一節であ
る．箴言の文脈 35 には，元来終末的要素は存在しない．しかし当該箇所は
ベーダらにより終末を意味する聖句として引用され，その後も終末につい
ての文脈の中で用いられてきた 36．つまり箴言のコンテクストの変更は
34　adm…218,…991．
35　nun…nobilis…in…portis…vir…eius…quando…sederit…cum…senatoribus…terrae.（夫は名を知
られた人でその地の長老らと城門で座に着いている）
36　cf.… Beda,… Allegorica expositio in Parabolas Salomonis,… PL… 91,… 1036C-1036D,…
Allegorica expositio in Samuelem,…PL…91,…511B,…De muliere forti,…PL…91,…1048B-1048C.,…
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シュジェール独自のものではなく，伝統に則ったものである．このような
意味では，引用元と引用先の意味の上での一致が意識されている 37．また
三章に登場するボーモン伯マテウと若いルイの同盟の際のローマの信徒へ
の手紙五章 5 節や，二十七章にて自らが修道院長に叙任される際に引用す
る詩編百三編 7 節もそれに当てはまると言えるだろう．つまり第一のケー
スは，シュジェール自身のパラダイムを説明する，生きた文脈をもつ言葉
として使用されている点に特徴がある．
b．修辞・装飾的使用（第二）
　第二のケースは「比喩」や「言葉遊び」等，引用される言葉自体に強い
意味を見出していないものである．この場合，引用元ではそれぞれのフ
レーズがどのような文脈にあるのか考慮されておらず，さらに引用先でも
それぞれの句が独立した意味をもって機能していない．純粋に文章表現の
援用と見ることもできるだろう．
　例えばシュジェールは『ルイ六世伝』十六章，二十六章，二十八章にて
マカバイ記 1 一章 13 節後半「全地は彼の前に沈黙する silet… terra… in…
conspectu… ejus」を引用する．当該箇所はアレクサンドロスの躍進と侵略
について書かれている部分であり，その前にあたる 9 節ではその侵略の結
果，「地には悪がはびこることとなった」と書かれている．文脈からみて，
それは決して肯定的な表現ではない．一方でシュジェールは十六章にてそ
れをヘンリー一世のノルマンディ地方征服について述べる際に用いる．こ
れだけならばアレクサンドロスをヘンリー一世に重ねていると言えよう．
しかし彼は同部分を二十六章ではルイ六世によるノルマンディ略奪，また
二十八章ではルイ六世の神聖ローマ皇帝およびイングランド王への勝利に
ついて語る文脈で用いる．この場合の主体はルイ六世であり，『ルイ六世
伝』の中で肯定的なこととして書かれている．そこにマカバイ記の文脈や
Gregorius… I,…Homiliae in Ezechielem,… PL… 76,… 0803C,…Moralia… II,… PL… 76,… 162A,… 380A,…
734B,… 950D 他 .… 特にグレゴリウスの『モラリア ( 大倫理書 )』ではマタイ福音書 19 章
28 節の「栄光の座」につく人の子のイメージとの結びつけが強調されている．イザヤ
書 3 章 14 節にある「長老とその長子らを伴って」裁きに訪れる神のイメージのもとで
の解釈も見られる．また他の例として以下．Petrus… Lombardus,… Commentaria in 
Psalmos,…PL…191,…66B.
37　シュジェール独自の改変は sedeo の時制が未来形になっている点である．
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ヘンリー一世の征服に対する評価と同様の意味を読み込むことは困難であ
る．このような意味で，マカバイ記は圧倒的な勝利を記述するための表現
として用いられ，この言葉が引用されるということによって，引用元から
の意味が付加されることはない．また十九章では，マタイによる福音書
十九章 30 節「先にいる多くの者が後になり，後のものが先になる Multi…
autem…erunt…primi…novissimi,…et…novissimi…primi」という表現を 38，敵方の
ティボーの騎士隊の兵士たちが敗走する様子を描写するために用いる．こ
れについてもあたかも言葉遊びのような引用であり，そこにマタイの文脈
を見出すことは困難である．
　以上のように原文の文脈を一切鑑みることなく引用する例は，しばしば
聖書の引用に見い出せる 39．また古典については次の第三のケースと十分
に区別し難いものが多い．
c．格言的使用（第三）
　次に第三のケースとして挙げられるのが，物語におけるエピソードの意
味の説明としての引用である．第一のケースとは異なり，この場合，多く
は「このような言葉が当てはまる」といった説明と共に，引用であること
が明示されている．その上で，引用元の文脈の全体を被引用文は引き継い
でいないが，部分的には受け継ぎつつ，引用先の文章においてなんらかそ
の事象を説明する言葉として機能している．古典の引用に関してはこれが
最も多いと言えるだろう．これを便宜的に格言的使用と称する．
　例として第十五章を見たい．当該箇所ではルイ六世がフランス王に即位
した後，ギィ・ル・ルージュ親子に拉致されたコルベイユ伯ウードの臣下
たちの嘆願により，ウードが監禁されているラ・フェルテ・ボードワンへ
の小規模な遠征を行う場面が描かれる．1108 年頃の出来事である．この
遠征にて先遣隊のアンソー・ド・ガルランドが捕らえられてしまい，麾下
の兵たちも殺戮されることになる．この捕らえられたアンソーとコルベイ
38　シュジェールの引用では…“et…primi…nobissimi…et…novissimi…fiant…primi.”(VLG19)
39　しかし一概にシュジェールの引用が文脈と完全に切り離されているとは言いがた
い．例えば例えば十七章ではルカヌスの『内乱』六巻 651-53 に書かれた「冥界とこの世」
の境界についての描写が引用されるが，当該部分だけでは言及されていない「地獄」に
ついての記述が，引用に後に付言される．
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ユ伯ウードの悲しみと恐れについて，シュジェールは「彼らにはかの詩句
があてはめられよう」と前置きし，『内乱』二巻 91-92，「カルタゴはマリ
ウスと共に運命の慰めを得た」という一節を引用する．この言葉は，ロー
マの不安定な状況について，ある人物の口から語られる過去の物語に登場
するものであり，追放されたマリウスが廃墟となったカルタゴに身を横た
える様子を描写している．このマリウスはローマを滅しうる神の瞋恚に守
られた人間であると書かれ，その後に続く凄惨な報復の応酬の描写からす
るならば，ここで味方の描写として端的にこの部分を引用するのは，あく
まで後世の視点からすれば必ずしも適切であるとは言い難い．しかしこの
二節後では，「すぐに幸運が戻り ut…primum…fortuna…redit」40 という言葉と
共にマリウスの奮起が語られることから，そのような近い文脈を鑑みた引
用と考えることもできる．
　また二十六章ではイングランド王ヘンリーとルイの関係について次のよ
うな記述が登場する．
　度を越した優越は傲慢よりも重大であり，［傲慢は］より上位なるも
のを退け，［優越］は同等のものをも絶対に退ける．これには，詩人の
この言葉が当てはまる．
　「カエサルは誰であろうと前を行く者に耐えられず，またポンペイウ
スは己に並ぶものに［耐えられない］」（ルカヌス『内乱』1:125-126）
　また，「すべての権力は同輩を許容しえない」（ルカヌス『内乱』1:92-
93）ために，フランス王ルイは，イングランドの王にしてノルマンディ
公であるヘンリーに対して，その［地位故に］抜きん出ていたので，彼
をたえずその封臣として扱ってきた 41．
40　『内乱』二巻 .… 94.… 原文については以下を参照した．Lucain,… La guerre civile : La 
Pharsale ,…(Paris…:…Les…Belles…Lettres…,…1967).
41　VLG26:…Habet…effrenis…elation…hoc…amplius…superbia…ut,…cum…hec…superiorittatem,…
illa… nichilominus… dedignetur… paritatem,… cui… illud… convenit… poeticum:… Nec quemquam 
sufferer potest Caesarve priorem, Prompeiusve parem.… Et… quoniam… omnis potestas 
impatiens consortis erit,…rex…Francorum…Ludovicus,…ea…qua…superminebat…regi…anglorum…
ducique…Normannorum…Henrico…sublimitate…,…in…feodatum…suum…efferebatur.
『ルイ六世伝』私訳の底本としては以下のものを用いた．
Vie de Louis VI le Gros,…tr.…Henri…Waquet,…(Paris…:…Les…Belles…lettres…,…1964).
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　この章はヘンリーとの戦いが中心となり，当該箇所は冒頭に位置する．
そして引用箇所はいずれも『内乱』一巻からのものである．引用元はその
テーマであるローマ内戦におけるカエサルとポンペイウスの対立をいささ
か神話的な表現とともに語る場面であり，いずれの引用もこの両者の権力
欲について書いたものである．シュジェールはヘンリーをたびたびルイの
強力な競争相手として描写する．このような部分からすれば，『内乱』に
提示される権力のあり方を一種の格言とし，それを両者の対立の描写に用
いているということが指摘されよう．
　すなわち第二のケースが無名の登場人物や出来事，土地の描写に対して
用いられるのに対して，第三のケースはそこで書かれる出来事をどのよう
に捉えるのか，あるいはどのように説明するのかという点に力点が置かれ
ている．そのため，第二のケースはそれぞれのエピソードに対して大きな
意味をなさないように見えるが，第三のケースではあたかもそこで生じた
出来事が古典との接続をもって語られているようにも見える．しかし第一
のケースと比較するなら，これらはあくまでエピソードに対応するもので
あり，シュジェールの記述を根本的に支える理解や思想を表すものとは
なっていないように考えられる 42．
4．シュジェールの引用をどのように読み解くか
4-1．執筆目的からの考察
　では以上の引用の意図をどのように考えるべきだろうか．まず考えられ
るのは，シュジェールの文書ごとの引用の頻度の違いである．なぜ『献堂
記』と『統治記』では，『ルイ六世伝』ほどに引用を行っていないのだろ
うか．この理由の一つとして，それぞれの文書の目的，記述の対象が異なっ
ているという点は十分に考えられるだろう．
42　また中世における古典の用法としてしばしば言及される「アレゴリー的な読み方」
についても，いずれの引用においても見いだせない．古いケースではアレクサンドリア
のクレメンスが『オデュッセイア』におけるマスト上のオデュッセウスを十字架上のキ
リストと解釈した例が挙げられる．すなわち，異教的な古典にキリスト教的意義を見出
し，救済を理解しようとする試みはしばしばなされてきた．しかしシュジェールにおい
てはいずれのパターンも，このような救済史に関連付けるようなことは行っていない．
秋山学『教父と古典解釈―予型論の射程』（創文社，2001），205-234．
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　では『ルイ六世伝』の目的はどこにあるのだろうか．序文を以下に訳出
する．
　「身分の高い男が門の前に，長老たちと地に座っている」（箴言 31:23）
時，普遍的審判において憎むべきものや愛すべきものについての様々な
判断を様々なこと［根拠］によって呈示する人々の吟味と判断に，私達
と私達のものを委ねる．
　司教職を抜きにしたとしても人の中でも最上の方（司教ジョスラン）
よ．あなたがまったく身を捧げているところのものに，私も身を捧げて
いる．それゆえもしあなたが多くを望んでも，私はそれに応えることが
できない．私達はあなたの名高い知性の裁定に，最も静謐なるフランス
王ルイの事績録を委ねる．［王の事績は］私達にとって共に明るみにだ
されるべきであり，また出されたものによって，主君が最も寛大である
と露わになるのである．私は書き，あなたは修正する 43．それによって
私達が等しく愛し続けている方に，等しく歌を歌い，そして悼もうでは
ないか．というのも，友愛は恩恵に比較されるものであったとしても，
愛に反するものではない．敵を愛するよう命じた方は，友に対してそう
することを禁じてはいないのである．それ故に，恩恵と恩寵の義務に反
さない限りで，［これらの試みは］二つに分かたれるべきである．私達
は彼（王）のために，「青銅よりも永続する記念碑を」（ホラティウス『歌
集』3.30）切り出そうではないか．［つまりは］神の教会の礼拝に関し
ては彼の敬虔を，また驚くべき王国の状態に関しては彼の勇敢を，私達
は筆によって伝えるのである．記憶が時の変遷によって破壊され得るこ
とのないように，また世代から世代へと，熱心な恩恵を求める教会の祈
りが，途絶えてしまうことのないように．44
43　この「修正」を願う一節について，Cusimano はそれが当時一般的な文言であり，
実際の修正が予期されているのではないと指摘している．cf.… The deeds of Louis the 
Fat,…tr.…with…introd.…and…not.…Richard…Cusimano…and…John…Moorhead…(Washington,…D.C.:…
Catholic…University…of…America…Press,…c1992),…23,…n.…b.
44　VLG… Prologus:… Confert… eorum… deliberationi… et… judicio… et… nos… et… nostra… subjici,…
quorum…universali… judicio…odibilis…et…amabilis…diversa…diversis…promulgabitur…censura,…
cum…nobilis…vir…sedebit… in…portis…cum…senatoribus…terrae.…Eapropter,…virorum…optime,…
etiam…si…cathedra…non…contulisset,…cujus…totus…sum…in…eo…cujus…totus…es…tu,…nec…si…plus…
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　この序文はまず定型的な呼びかけから始まる．書物の目的としては「歌
を歌い，そして悼」むため，つまり追悼が提示されている．またこの部分
では，「神の教会の礼拝に関しては彼の敬虔」「驚くべき王国の状態に関し
ては彼の勇敢」という聖俗を緩やかに分けた上での二つの王の像が示され
る．また「記憶が時の変遷によって破壊され得ることのないように」「世
代から世代へと，熱心な恩恵を求める教会の祈りが，途絶えてしまうこと
のないように」という記述から，そのような王の事績を次の世代に伝える
こと，またそれによって教会において王のための祈りを取り次いでいくこ
とがこの書物の目的であると示されている．そして彼はホラティウスを引
用し，「青銅よりも永続する記念碑」を建てることが狙いであると語る．
この詩句は『歌集』全三巻のエピローグに位置し，この詩集全体の完成を
称え，その業績がホラティウス自身が死んでもなお残るものであると歌う
詩歌の一節である 45．
　このような目的は，『統治記』および『献堂記』と共通点を持つと同時に，
大きな相違点をもつ．
　まず『統治記』はその序文によるならば，修道士たちの提案によって書
かれたものであり，その目的は「全能なる神の大いなる寛大さがこの教会
に対して，私達の時代にいかに富を増やしたのかについて」46 書き残すこ
とにより，減収や増収の記録が失われることのないようにするためである．
さらにこの記録は「後の続く全ての兄弟達の，私達の魂の救いのための絶
quaeris,…plus…habeo,…serenissimi…regis…Francorum…Ludovici…gesta…approbatae…scientiae…
vestrae… arbitrio… delegamus,… ut… quia… nobis… communiter… promovendis… et… promotis…
benignissimus… exstitit… Dominus,… ego… scribendo,… vos… corrigendo,… quem… pariter…
amabamus,… pariter… et… decantemus… et… deploremus.… Neque… enim… charitati… repugnat…
etiam… beneficiis… comparata… amicitia,… cum… qui… inimicos… diligere… praecipit,… amicos… non…
prohibeat.… Duplici… ergo,… et,… licet… dispari,… non… tamen… opposito… beneficii… et… charitatis…
debito,… excidamus… ei… monumentum… aere… perennius,… cum… et… ejus… circa… cultum…
Ecclesiarum… Dei… devotionem,… et… circa… regni… statum… mirabilem… stylo… tradiderimus…
strenuitatem… cujus… nec… aliqua… temporum… immutatione… deleri… valeat… memoria,… nec… a…
generatione…in…generationem…suffragantis…Ecclesiae…pro… impensis…beneficiis…orationum…
desistat…instantia.…Valeat…celsitudo…vestra…inter…coeli…senatores…feliciter…episcopari.…
45　『ホラティウス全集』鈴木一郎訳（玉川大学，2001），439．
46　adm… 1,4-7:… …ne… fructum… tanti… laboris… nostri… preteriri… silentio… sustinerem,… quin…
potius…ea,…que…larga…Dei…omnipotentis…munificentia…contulerat…huic…ecclesie…prelationis…
nostre…tempore,…
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え間のない祈りへの専念を得，神の共同体の礼拝については，このような
先例によって，彼らの善き情熱のある配慮を喚起する」47 ことを要求する．
　また『献堂記』は主に 1144 年の東側祭室の献堂式の執行についての記
録を中心に据えたものであり，一連の出来事は聖人への奉仕として，また
祭儀は感謝の行為として書かれる．それにより，記録するということ自体
が神に対するとりなしに繋げられている．
　以上から見れば，三者に共通するのは，「記録」が後代の祈り，また聖
人達のとりなしへの期待に接続されている点である．このような記録と祈
りの接続は序文に現れるのみならず，『ルイ六世伝』が実際にどのような
形で読まれていたのかという点からも明らかとなるだろう．
　一方で他の二書との相違点として挙げたいのは，同書が『献堂記』『統
治記』のような「神の働き」の記録ではないという点である．すなわち後
二書では「神の賜物」あるいは「寛大さ」といったような，神によって与
えられたものに対して感謝を捧げるという意図が明示されている．しかし
『ルイ六世伝』において扱われるのは，あくまで生前の王がいかに敬虔に
生き，神を礼拝したのかという点である．シュジェールの王に対する目線
は抑制的であり，後世の王の記録に見られるような王権の一種の神格化は
十分には行われていない 48．また王の地上的働きについては，罪の赦しを
希う対象として扱われることもある 49．
　すなわち前二書は記述の対象自体に宗教性が包含されていたのに対し
て，『ルイ六世伝』はむしろルイ六世をなんらか宗教性に参与させるべく
書かれたものであるといえる．この対象が異なることによる引用の相違
は，『ルイ六世伝』内での引用からも見ることができる．例えば同書
47　adm… 1,12-15:… tali… notitia… fratrum… succedentium… omnium… iugem… orationum… pro…
salute…anime…nostre…mereri…instantiam…et…circa…ecclesie…Dei…cultum…hoc…exemplo…eorum…
excitare…bene…zelantem…sollicitudinem.
48　Andrew…W.…Lewis,…“Suger’s…Views…on…Kingship,”…in…Abbot Suger and Saint-Denis : 
a symposium,… ed.… Paula… Lieber… Gerson… (New… York… :… Metropolitan… Museum… of… Art… ,…
1986),…49-54.…また当時の「神の平和運動」と『ルイ六世伝』の関連については以下を参
照のこと．江川温「「神の平和」運動と 12 世紀カペー王権」『史林』，62 巻 1 号，1979 年，
47-71.
49　cf.… Clark…Maines,…“Good…Works,… Social…Ties,… and… the…Hope… for… Salvation.…Abbot…
Suger… and… Saint-Denis,”in… Abbot Suger and Saint-Denis. A Symposium,… ed.… Paula…
Lieber…Gerson…(New…York…:…Metropolitan…Museum…of…Art,…1986),…77-94.
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二十七章では聖書の引用が三ヶ所行われているが，いずれも教皇権や自身
の修道院院長職，また聖堂の増収について述べるものである．また第二の
ケースの例として挙げたマタイの引用が登場する十九章には列王記と詩編
の引用が登場している．この場面は教会や修道院を虐げるル・ピュイゼの
ユーグを討伐する，いわゆる神の平和運動の文脈に位置する場面である．
この章の最後はルカヌスの引用によって締めくくられているものの，聖書
からの比喩的な引用が多い．そして二十一章ではユーグがヘンリーと同盟
をくみ復讐を試みた次第について書かれるが，ここでの引用はルカヌスと
サルスティウスのみである．このように見ると，記述の対象や文脈によっ
て，引用対象を変化させている可能性はある程度考えうるだろう．
　以上の点から見れば，『ルイ六世伝』における古典の引用は，彼が序文
で引用する「青銅よりも永続する記念碑」を地上に，地上の素材によって
作る上で，単に同時代の出来事だけではなく，より古いものになんらかの
価値を見出し，それによって対象や叙述そのものの価値を補強しようとし
たものといえるだろう．
4-2．スポリアとの類似性
　またこのような引用について，特に第三のケースから考えるとするなら
ば，彼が改築作業の際に行った「スポリア」あるいはそれに並べられる行
為との部分的な類似も指摘しうるのではないだろうか．
　この「スポリア」とは美術史用の語であり，spolio（剥ぐ，奪い取る）
に由来する名詞 spolium（略奪品）の複数形である．元来この言葉自体は
戦利品の獲得を指すものとして用いられていたが，十六世紀イタリアにお
けるサン・ピエトロ大聖堂等に移された古代ローマの建築的要素の再利用
について説明する際に用いられたのを始めとして 50，美術に関して用いら
れるようになった．Dale… Kinny はこの言葉を「文化的に，あるいは時代
的に，それ自体の設定とは異なる設定に組み込まれた任意の人工物」51 と
50　木俣元一『ゴシックの視覚宇宙』（名古屋大学出版会，2013），161-162.
51　Dale… Kinney,…“The… Concept… of… Spolia,”in… A Companion to Medieval Art: 
Romanesque and Gothic in Northern Europe,… ed.… Conrad… Rudolph… (Malden,… Mass.:…
Blackwell,…2006),…233-252,…233.…Kinney は『カール大帝伝』に書かれた，カール大帝がアー
ヘンの礼拝堂にローマ及びラヴェンナから柱を移送しようした計画と併置する形で，
61シュジェール『ルイ六世伝』の古典引用に関する一考察
定義している．
　シュジェールはこのような「スポリア」を様々な形で行った 52．その最
たる例が古代ローマの大理石の柱を聖堂の一部に転用しようとした試み 53
である．さらに木俣元一は William… W.… Clark によるシュジェールの新し
い建造部分と旧来の聖堂の一致のための試みの分析を引用し 54，「スポリ
ア」のみならず，彼の作業が「過去と現在を結び合わせる総合的で包括的
なプロセス」55 であったと指摘する．つまりシュジェール指揮下の改築作
業は，後代に定義された「スポリア」や古い建造物の改築作業そのものだ
けでなく，様々な過去の要素を復興する営みでもあったのだ．そこには単
純に古いものだけではなく，内陣周歩廊のコリント式の柱頭が冠された円
柱 56，西正面扉口の人像円柱 57 など，様式的な受容も包含される．
　ではなぜ古いものを取り入れたのだろうか．彼は如上の「スポリア」を
目 論 ん だ 際， 動 機 と し て「 古 い 働 き と 新 し い 働 き の 一 致 と 結 合
conuenitntia…et…coherentia…antiqui…et…noui58」に注意せねばならないと明言
した．つまり過去のものを積極的に取り込むということは，ダゴベール王
シュジェールの計画についても言及している．
52　木俣『ゴシック』163.
53　この点について木俣はスポリアによる古代ローマへの志向に加えて，古代ローマ時
代の遺蹟がフランス北部にも存在していたことを指摘し，ローマ時代の伝統のみならず，
「ローマから」の輸送を実現させることで，ラテン教会の中心としての「ローマという
場所の記憶を重層させる」試みがあったとしている．（木俣『ゴシック』,…189）
54　William…W.… Clark,…“The…Recollection… of… the… Past… Is… the… Promise… of… the… Future.…
Continuity… and… Contextuality:… Saint-Denis,… Merovingians,… Capetians,… and… Paris,”… in…
Artistic integration in Gothic buildings,… ed.… Virginia… Chieffo… Raguin,… Kathryn… Brush…
and…Peter…Draper,…(Toronto;…Buffalo…:…University…of…Toronto…Press…,…c1995),…94-96.
55　木俣『ゴシック』183.
56　Jean…Bony,…French Gothic architecture of the 12th and 13th centuries… (Berkeley:…
University…of…California…Press,… c1983),… 63.…Bony は内陣周歩廊において二つの同心円状
の列柱が内陣の半円形状の終わりにあり，また 4 つの並列した柱の並びが直線的な柱間
にある状態について，それがカロリング朝の意匠ではなく，初期キリスト教建築に見い
だされることを指摘している．
57　扉口の側壁に設置される．丸彫の人像円柱についてはサン＝ドニで始まったと言わ
れている．マールによれば，このことはシュジェールの神学的着想に基づいた新機軸で
あるという．マール『ロマネスク』下，242．しかし木俣によれば，古代ギリシャにお
ける人像円柱の復刻という見方も可能である．cf.…木俣『ゴシック』，184．
58　cons…20,137.
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に由来するとされる建築に対して，新造の部分がよりふさわしくあるため
のものなのである．また過去のものとの関わりは古い部分そのものの保全
にも現れる．カール大帝時代の墓所と建造物の拡張 59，イエス自身が手を
触れたとされる壁の保全 60，古代の節味の修復 61，諸々の聖遺物に対する崇
敬の表明や，殉教者の墓所の安置などが含まれる．そのような意味で改築
作業とは，建築の構造的な利便性を向上させるためだけの問題だけではな
く，建造された聖堂に様々な形で組み込まれた過去をシュジェールにとっ
ての「現在」に保存し，取り込み，蘇らせる行為なのである．またこの「過
去」は時代区分から見るならば多様なものである．つまり古代ローマ，イ
エスが活動した時代，殉教者聖ドニの四世紀，ダゴベール王のメロヴィン
グ朝と，多層的な過去は聖堂という一つの建築物によって貫かれ，聖堂は
それらを一つの理念へと統合するものとなったのである 62．
　シュジェールの古典引用もまた，このような言葉のスポリアと呼ぶこと
ができるのではないだろうか．聖堂改築が神にふさわしいものを作り上げ
る奉仕の作業であった点と，ルイ六世の記録を神に嘉されるべき存在とし
て書き留める作業にはある種の類似が見出され得るだろう．『ルイ六世伝』
はいわばルイ六世を典礼的文脈に組み込もうとする営みである．ある面か
ら言えば，その物語は言葉によって作られる祭儀の道具である．『献堂記』
では，現在行われている奉仕に「なんであれより貴重で，どんなものであ
れ最も貴いもの 63」を取り入れることは，彼自身が最も気に入っている考
え方と明言されている．すなわち古典古代のものはそれにおいて価値を持
つものとして判断され，ある種の宝石と金のように，彼と王の奉仕へと統
合されるものとなる．そして多層的な歴史を貫く聖堂と同様に，古代ロー
マに関する古典的叙述を『ルイ六世伝』に織り込むことで，時代が移り変
わっても変化し得ないなんらかの価値を，当該の書物と，そして記述の対
59　adm.…165,…727-735
60　adm.…183,…835-839
61　adm…257-262,…1142-1170. 他
62　このような点から，シュジェールがメロヴィング朝，カロリング朝，そしてカペー
朝の三つの王権の接続を強調しようとする目論見があったという指摘も存在する．cf.…
Gasparri, Suger de Saint-Denis,…167-179.
63　adm…231,1041:… quaecumque…cariora,…quaecumque…carissima…
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象である王の事業に付与しようとしたのではないだろうか．
5．おわりに
　以上，シュジェールの『ルイ六世伝』における古典文学の引用について
概観してきた．彼は王の事績録に，近い時代の王たちの記録と比較しても，
また彼の他の書から比較しても，極めて多くの古典を引用した．これらの
古典引用は，古典作品全体の意義や内容に強い意義を見出し適応するもの
というよりも，多くの場合，あるエピソードに対するある一節の局所的な
適用にとどまっている．このような引用の狙いについては，読者，特に彼
の想定したであろうルイ七世をはじめとした王宮の人々に対して自分自身
の教養を知らしめるためのものだという推測をすることも可能である．こ
のような想定される読者を中心とした考察については後々の課題とした
い．本稿では，引用が彼自身の美意識，特に改築事業に見られるような「な
んであれより貴重で」あるものへの愛好に由来するものと見る可能性を指
摘した．ゴシックの父として「新しさ」を創り出すこととなったシュジェー
ルの，「古さ」に対する明確な意味付けとその美意識が，このような王の
記録にも現れているということもできるのではないだろうか．

